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一度行ったらリピート率が高いというWaku Waku。お客さんにお話を
聞きました。

知育玩具で、育て好奇心！！
開館時間　9：00～16：00
　※12：00～13：00は親子カフェエリアのみ
　　利用できます。
休館日　毎週水曜日・年末年始
住所　〒649-0304
　　有田市箕島27（文化福祉センター内）
　　　　　　　　　　　　　 ℡83－1470
☆利用カード
　Waku Wakuの
各エリアを利用す
る方にカードを
作っています。

♪気軽に相談
　子育てについての相談等ができます。
　お気軽にご相談ください。
♪一時預かり事業
　保育士の資格をもった職員が児童を一時
　的にお預かりします。
　買い物や冠婚葬祭など、必要なときにぜ
　ひご利用ください。

子育て世代活動支援センター
センター長　網谷　千奈美

あみたに

 
ち な み

◆子どもとゆったり関わる時間
　家にいると家事をしながら子どもも見て、
という状況になりますが、ここではお子さん
と一対一でゆったりと関わることができま
す。普段家で泣いてばかりいるという子ども

が不思議とここへくるとほとんど泣かずに過
ごすこともありますね。
◆うまれる交流
　子どもが遊んでいるそばで、親同士話がは
ずみ、子育ての悩みや情報の交換等、交流の
場にもなっています。子育てに悩む親御さん
の気持ちをほぐしてあげられる場所になれば
と思っています。

親子が楽しく集える、憩いの場所に

数学センスを育む図形あそび「マグ・フォーマー」

平面的なものが 持ち上げると・・・ 3次元の立体に！

「また行きたい行きたい」って子どもが言うんです

外で遊ぶより、安全で楽しい

明るくて、家にはない大きな
おもちゃがいっぱい！

普段は「ママ」と寄ってくる
のに、もう遊びに夢中です☆

　Waku Wakuでは、世界から選び抜いた遊び道具を提供する㈱ボーネ
ルンド社の遊具や知育玩具を県内最大規模の量で取りそろえています。
　大人も子どもも夢中になる遊びをぜひ体感ください！

市民交流エリア
ふぁみりぃ

　  全世代を対象に、教育遊具
　  やゲームなど、多世代の交
　  流をイメージしています。  

親子カフェエリア
親子で持込みのお弁当等を
飲食することができます。
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有田市子育て世代活動支援センター有田市子育て世代活動支援センター

Waku WakuWaku Waku
　子どもがのびのび遊べる場所は親御さんが笑顔で過ごせる場所でもあ

ります。Waku Wakuでは、玩具での遊びを通じてお子さんの「こころ・

からだ・知性」が育まれ、そのまわりで親御さん同士の交流も生まれて

います。つどえてつながる、笑顔あふれる場所へぜひお越しください。

0～2歳児エリア
めばえ

3～5歳児エリア
すまいる

0～2歳児エリア
めばえ

乳幼児の成長を感じられる、発育
にあった遊具や絵本がそろってい
ます。

3～5歳児エリア
すまいる

大型遊具などがそろい、ごっこ遊
びや組み立て遊びが楽しめます。

わ　く わ　く



⑤ ARIDA　2018. ５

診
健
定
特
■

者
象
対

　

40

74

者
入
加
保
国
の
歳

容
内

・
定
測
圧
血
・
定
測
体
身
・
察
診
・
診
問

　

査
検
液
血
・
図
電
心
・
査
検
尿

診
検
ん
が
■

者
象
対

く
認
確
ご
を
券
診
受
料
無
診
検
ん
が

　

。
い
さ
だ

※

５
に
方
の
象
対
、
は
券
診
受
料
無
診
検
ん
が

。
す
で
定
予
送
発
旬
上
月

別
種
診
検

乳
・
部
胸
・
ん
が
腸
大
・
ん
が
胃

　

ス
ル
イ
ウ
炎
肝
・
ん
が

）
３
４
３
線
内
（
課
康
健

　
　
　
　

82

査
診
康
健
科
医
■

目
項
査
検
本
基

、
重
体
、
長
身
（
測
計
、
診
問

　

脂
（査
検
液
血、
察
診、
定
測
圧
血、
）
Ｉ
Ｍ
Ｂ

尿
検
、）
謝
代
、
能
機
肝
、
質

査
検
加
追
の
へ
方
た
し
断
判
と
要
必
が
師
医

血
、
査
検
底
眼
、
査
検
図
電
心
、
査
検
血
貧

　

査
検
ン
ニ
チ
ア
レ
ク
清

査
診
康
健
科
歯
■

目
項
査
検

診
問

　

、

断
診
腔
口

、

査
検
能
機
腔
口

）
通
共
（

額
担
負
己
自

料
無

　

物
ち
持

問
（票
診
受
・
券
診
受
・
証
者
険
保
被

　
）
票
診

所
場
施
実

記
に
表
覧
一
る
す
封
同
に
券
診
受

　

関
機
療
医
た
れ
さ
載

※

送
を
券
診
受
に
旬
下
月
５
、
は
に
方
の
象
対

る
す
を
み
込
申
の
行
発
券
診
受
。
す
ま
し
付

。
ん
せ
ま
り
あ
は
要
必

合
連
域
広
療
医
者
齢
高
期
後
県
山
歌
和

　
　

の
国
が
我
は
査
調
計
統
業
工

　

る
す
に
か
ら
明
を
態
実
の
業
工

に
法
計
統
た
し
と
的
目
を
と
こ

要
重
る
あ
が
務
義
告
報
く
づ
基

。
す
で
計
統
な

策
施
業
企
小
中
は
果
結
査
調

　

料
資
礎
基
の
ど
な
興
振
域
地
や

。
す
ま
れ
さ
用
活
利
て
し
と

成
平
は
点
時
査
調

　

30

。
す
で
日
１
月
６
年

。
す
ま
し
い
願
お
を
答
回
ご
の
へ
票
査
調

　

）
３
２
３
線
内
（
課
画
企
営
経

　
　

問問

診
健
団
集

査
診
康
健
の
療
医
者
齢
高
期
後

成
平

30

施
実
を
査
調
計
統
業
工
年

申
・
問

お近くの会場で
　　ぜひ受診を！

実施日 健診場所 申込締切日

山地コミュニ
ティセンター

６月13日（水）

６月24日（日）

７月  4日（水）

７月11日（水）

５月31日（木）

６月13日（水）

６月21日（木）

６月28日（木）

北原会館

保健センター

保田公民館

受付時間　８時～９時
※無料で受診できます。
※事前に電話にてご予約ください。

平成30年度の自治会役員が選出されましたので、おしらせします。（敬称略） ○市連合自治会長　●地区連合自治会長

問　防災安全課（内線２１８）新しい自治会長さんが決まりました
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Arida Information
～有田市からのおしらせ～

人口・世帯数
【平成30年 4月 1日現在】

人口28,584人（前月比-84人）
男　13,600人　女　14,984人
世帯数　11,822戸
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病 院 名 所 在 地 電話番号

ひなた動物病院

ひまわり動物病院

有 田 動 物 病 院

チカワ動物病院

ふじもと動物病院

82-2778

82-4111

52-6699

52-6152

073-492-4612

有田市古江見
 57-3

有田市新堂
 259-1

有田川町土生
 305-5

有田川町水尻
 707-5

海南市下津町上
 301-3

問
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Hospital Topics ～有田市立病院～

第2回：人々をつないだ安諦橋

　文化福祉センター
の南側に架かる安諦
橋が初めて架橋され
たのは、今から約
１３０年前でした。
　安諦橋架橋に心血

を注いだのが、田中善左衛門です。善左衛門は、橋をか
けることで多くの人の交通の便が良くなると考えました
が、橋によって水治がそがれ川の氾濫がふえるなどの心
配の声もありました。善左衛門は、人々の説得に明け暮れ、
明治18年11月にようやく架橋が叶います。架橋後も安
諦橋が流失しないように、善左衛門は、重石がわりに自
宅の先祖伝来の庭石を運び出し橋の上へ据えたといいま
す。
　その後、数度安諦橋は流失してしまいますが、橋が流
される度に架橋し直され、人々にとってはなくてはなら
ない橋となりました。
　いつも通る安諦橋は、流されることのない郷土発展へ
の熱い想いを持った傑士のたまものだったのです。

5月14日は、得生寺の会式

　「会式」とは、「来迎会式」からとったもので、ほかに
は「迎講」・「練供養」とも呼ばれています。会式は、中
将姫の来迎の場面を劇化したものです。ふたつの堂を橋
で結んで、その橋を菩薩衆が練り歩きます。
　得生寺では、子どもたちが菩薩のすがたをして練り歩
きます。古くから会式の日には多くの人が集まり、「嫁
をとるなら糸我の会式」と言われていたようです。ちな
みに菩薩面を被った子どもが練り歩くのは、他に兵庫県
太山寺の練供養があります。
　和歌山県指定無形民俗文化財にも指定されており、県
内で会式を観ることができるのは、得生寺のみとなって

おりますので、
ぜひご覧くださ
い。
　また鐘楼も最
近落成し、見ど
ころとなってい
ます。

■健康講座のご案内ますます ！充実充実
心臓リハビリテーション！

当院では平成27年から心臓リハビリテーションを開設し、
心臓病をお持ちのたくさんの患者様にご利用いただいてい
ます。今年の４月からは新たに心臓リハビリの専門資格を

持つ医師が着任。
より強化されたチー
ムで心臓リハビリを
おこなっています。

　アンケートで希望の多い「おくすり」について、
　薬剤師による講座を開催します。
　興味のある方は、是非ご参加ください。
◇第７回講座
　　日時　5月9日（水）　14時～ 15時
　　場所　市立病院
　　テーマ　『薬の飲み方・管理法』
　　講師　西田 素浩（薬剤師）
　　問　医務課庶務係　℡82-2151問

さん じたい

なか ざ え もんぜんた

だにし ひろもと
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問　保健センター
　　℡ 82- 3223

広告
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私たちのまちの未来を語ろう

　３月17日（土）、市消防庁舎５階多目的ホールにおい
て「西海岸エリア五つ星プロジェクト」第２回報告会を
開催しました。第１部ではそれぞれのプロジェクトリー
ダーである若手職員が、これまで実施してきた内容の報
告を行いました。引き続いて行われた第２部のワーク
ショップでは市民の方々から活発な意見が出され、5つ
の地域の未来について話し合いました。

子どもたちの健康を願って

　４月11日（水）、有田川河川敷のふるさとの川総合
公園内において、約160匹のこいのぼりを揚げました。
当日は、近くにある宮原保育所の園児たち39名もこい
のぼりを一緒に揚げてくれました。園児たちは「楽し
い」「すごい」と大興奮でした。
　こいのぼりが雄壮に泳ぐ姿は、５月14日（月）まで
お楽しみいただけます。

地方創生に向かって

　３月29日（木）、市とあいおいニッセイ同和損害保険
株式会社は地方創生に関する連携協定を締結しました。
今後、お互いの保有する資源を活用し、子育て支援、高
齢者・障がい者への支援や防災・災害対策など様々な分
野で包括的に連携して取り組んでいきます。

こども
スマイ

ル 月生ま
れ5

7月生まれの
　お子さん（就学前）募集中♪

元気い
っぱい

のお子
さんを

紹介し
ます！

氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセー
ジ（50字以内）を添えてお申込みください。
※応募多数の場合は抽選
※宛先は裏表紙参照
申込方法/ 郵便・メール・持込
締切/５月末日
　　　　秘書広報課（内線 205）申・問

小林　興平ちゃん
へいこ ばやし こう

（１歳）
池上　真琴ちゃん

がみ こといけ ま

（１歳）
いつもニコニコ笑顔の興平さん。
あなたの笑顔が家族みんなを幸
せにしてくれます。

いつもかわいい笑顔を
ありがとう。
すくすく元気に育ってね。

桑原　蒼空ちゃん
はら すけくわ そう

（３歳）

有田市の施策やまちの話題など…
Active Arida Topics

☆Happy Birthday☆４月から保
育所、友達といっぱい遊んで楽し
んでね！蒼ちゃん大好きだよ♡
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広告

★水曜映画会（おとな向け）
　５月９日（水）14：00～
　「第三の男」
　場所　市民会館１階 第１会議室

★どようえいがかい（子ども向け）
　５月12日（土）13：30～
　「劇場版ムーミン　ムーミン谷の夏まつり」
　場所　市民会館１階 第１会議室

三輪 正幸／著　

藤巻 あつこ/レシピ監修

家の光協会

「育てて楽しむウメ百科　　
　　栽培から梅干し作り、
　　　　　　　効能まで」

有田市図書館　℡82―3220

育てて、食して、樹木まで使
えちゃう！
栽培法から活用法まで、梅の
魅力が詰まった一冊。

ぽかぽかと日差しが心地よい季節です。外出先

で、うちカフェで、読書を楽しみませんか。

ご来館、お待ちしております。

内田 麟太郎／作　

降矢 なな/絵

偕成社

「さよならともだち」

「おれたち、ともだち！」シリー
ズの最新作。
キーワードは《さよならは出
会いの始まり》。
「ともだちや」を始める前の、
キツネとオオカミのお話です。

うちだ りん た ろうみ わ まさゆき

ふりやふじまき

★もりのかみしばい屋さん
　５月19日（土）14：00～
　場所　わくわくのもり

★有田市朗読ボランティア　ささやき
　おはなし会
　５月26日（土）14：00～
　場所　わくわくのもり
　内容　読み聞かせ

や
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広
報
あ
り
だ
5
月
号
　
2018

年
５
月
１
日
発
行

より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を秘書広報課へお寄せください。

　“４月の雨は５月の花を咲かせる”とい

う諺が西洋にあるそうですが、同様に

日本にも“穀雨”と呼ばれる二十四節気

の一つがあります。春の雨は百穀を潤

すと言われ、その後の穀物の成長には

欠かせないものです。

　私たち人間社会においては、生活様式などが激しく変

化するなかで、まさしく「体力」が活動の源であります。

そのための心身の健康の維持には、発達・成長を支える

うえで生涯スポーツが重要となります。

　これまで、本市では昭和32年当時に社会体育審議会を

設置し、社会体育に関する諸計画を立案し、市民スポー

ツの振興を推進してきました。現在では、体育センター

や市民水泳場、市民庭球場、市民球場、ふるさとの川総

合公園などの各種スポーツ施設があり、多くの市民の皆

様がスポーツ活動に親しんでいます。

　各公共施設において老朽化が進むなか、適正な管理計

画の一環として３箇所の水泳場を集約化し、屋内プール

を併設した運動型の健康増進施設を２年後に完成させる

計画を進めています。

　少子高齢化のなかで、子どもから高齢者まで幅広い世

代の方々がスポーツに親しみながら、体力の向上や健康

寿命の延伸に繋がるような施設にしたいと考えています。

　健康は一日にしてならず。雨のあとの虹を楽しみに、

一つひとつ着実に取り組んでまいりますので、ご理解と

ご協力をよろしくお願いいたします。

 有田市長　望月 良男

み
か
ん

の花街道ウ

ォ
ー
ク

み
か
ん

の花街道ウ

ォ
ー
ク

５ 13５月13日（日）
10時集合

第17 回第17 回

集合場所　初島小学校
参加費　　300円（保険料他）
その他　　お弁当、水筒などは各自ご持参ください。
　　　　　歩きやすい服装でのご参加をお願いします。
　　　　　※雨天の場合は中止します。
申込締切　５月８日（火）
　今回のコースは、初島町里の農道を散策します。山道をのぼっ
た先には、地ノ島まで見渡せる絶景が広がっています。今回は例
年より距離が短い約４㎞のコースとなっておりますので、お気軽
にご参加ください。
　ゴール後は農産物の販売や特産品が当たる抽選会を行います。
※昼食はゴールした後になります。（初島小学校内）

有田みかん課（内線267）申・問

ことわざ
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